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         電離圏の状態に関する季節変化・太陽活動依存性 




























  磁気圏と電離圏電場の配位過程[Araki, 1977, Kikuchi and Araki, 1979] 
  緯度と経度に対する季節変動とIMF依存性[Araki et al., 2006, 2009] 
2. 磁気圏プラズマの応答 
 2-1 放射線帯粒子の生成と消失 
    誘導電場による加速[Wygant et al., 1994; Hudson et al., 1997] 
   2-2  リングカレント粒子加速 
      領域2型沿磁力線電流の増加[Nakano et al., 2009] 
3. サブストームとの関係(shock triggered)  
  preconditioningの依存性[Kokubun, 1977; Kan et al., 2003] 
  SCとAKRとの発生時間の関係[Shinbori et al., 2003] 
4. プラズマの素過程  

















































GLAT [deg] GMLAT [deg] Period SC Data site 
KTN 75.94  70.08  96/01-05/12 1450 CPMN(Kyushu) 
CHD 70.62  64.66  96/01-02/05 2113 CPMN(Kyushu) 
ZYK 65.75 59.74 96/01-07/06 2502 CPMN(Kyushu) 
KSM 58.68 58.09 01/11-07/07 1452 NSWM(NICT) 
MGD 
STC 




PTK 52.94  45.58 97/10-08/09 2256 CPMN(Kyushu) 
NSWM(NICT) 
MMB 43.90 35.16 96/01-08/09 3116 WDC(Kyoto) 
KAK 36.23 27.12 96/01-08/12 3163 WDC(Kyoto) 
OKI 24.75 16.54 96/04-08/10 2028 NSWM(NICT) 
GAM 13.58  5.32 96/08-06/12 2721 WDC(Kyoto) 
NSWM(NICT) 
CEB 10.35  0.85 98/08-05/06 1599 CPMN(Kyushu) 
YAP 9.30  0.38 98/09-08/08 1442 NSWM(NICT) 


































































PON (0.27度) 1631 events 
III. 解析結果 
III.6 季節依存性の緯度変化 
15 h MLT 
21 h MLT 
09 h MLT 







  昼間側：DP2型の磁場変化が夏季に最大(冬：夏=1:2, 緯度50度) 
  夜側：中緯度とオーロラ帯で季節に対する応答の仕方が異なる 
      中緯度：夏季に振幅が増加(冬：夏=3:4, 緯度50度) 
      →R-1型の沿磁力線電流の効果[Araki et al., 2006]が夏季に最大 
      オーロラ帯：冬季に磁場変動が著しく増加(冬：夏=5:2, 緯度65度) 
      →西向きのオーロラジェット電流の強度が冬季に大きいことを示唆 
(2) 低緯度以南(OKI→PON) 
  昼間側：夏季よりも冬季に磁場振幅が最大(冬：夏=1.6:1.3, 緯度5.3度) 
                     →東向きの赤道ジェット電流の強度が冬季に大きいことを示唆 















































































































  ⇒①太陽EUV放射、電離圏電子密度構造(熱圏風に依存) 


























































































































  特に、電離圏F領域の寄与 
(2) 大気圏との絡み 
   成層圏-中間圏-熱圏・電離圏結合 
   中間圏・熱圏領域での大気のスケールハイトの変化に伴う電
離圏プラズマ密度の変化 









  →中緯度の磁場変化= R-1型FACの作る磁場効果 
  →→MI期に形成されるR-1型電流系は、電圧源である 
      →オーロラ帯における磁場変動=電離圏電流 
   → →西向きのオーロラジェット電流の強度が冬季に大きい 
   → →→冬季では、オーロラ帯におけるオーロラ電子の降込みのフ





  この傾向は、地磁気日変化の季節変動とも類似する。 
  →東向きの赤道ジェット電流の強度が冬季に大きいことを示唆 
  この傾向は、電離圏モデルから導出される電離圏電気伝導度の
季節変動の傾向に合わない 































夏：5, 6, 7月 
春・秋：2, 3, 4, 8, 9, 10月 
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(1) 中緯度領域(15 h MLT) (2) 低緯度・赤道域(12 h MLT) 
オーロラ帯・中緯度域と低緯度・赤道域とは逆の傾向にある 
→中緯度：太陽天頂角の増加とともに振幅が減尐 
  赤道域：太陽天頂角の増加とともに振幅が増加 




























 (σ:電気伝導度)  
※内部抵抗の正体 




① r<<Rの場合 ② r>>Rの場合 
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電離圏の抵抗の
大きさでFACの強
度が決定 
ダイナモの内部抵
抗の大きさでFAC
の強度が決定 
電圧源 電流源 
明瞭な季節変動が存在 
→夏季：大、冬季：小 
電離圏の電気伝導度を素直に
反映 
季節変動は不明瞭 
→夏季、冬季ともに不変化 
電離圏の電気伝導度を素直
に反映しにくい 
IV.3 中緯度の日変化からわかるSCの電流系の性質 
42 
IV. 考察 
IV.7 電気伝導度モデルの問題?? 
IRIモデルから求められた電離圏D、E、F1とF2領域の密度がピー
クとなる高度の季節変化 
赤道領域 
PON(7.00N, 158.33E) 
2006年1-12月 
電離圏E領域以下の高
度は季節に関係なく一定
高度 
43 
IV. 考察 
IV.7 電気伝導度モデルの問題?? 
国分寺における電離圏E領域の密度がピークとなる高度の季節
変化(IRIモデルと観測との比較) 
低緯度 
KBJ(35.71N, 139.49E) 
2006年1-12月 
IRIモデルから出された
電離圏E領域の高度と季
節変動が観測データを説
明できていない 
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